大阪府条例第　　　号

一般職の任期付研究員の採用等に関する条例及び一般職の任期付職　　　

員の採用等に関する条例の一部を改正する条例
（一般職の任期付研究員の採用等に関する条例の一部改正）

第一条　一般職の任期付研究員の採用等に関する条例（平成十三年大阪府条例第七十号）の一部を次のように改正する。

　　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に傍線で示すように改正する。

	改正後
	改正前

	
	

	（給与の特例）
第五条　（略）

２　（略）
３　任命権者（その委任を受けた者を含む。以下
同じ。）は、次に掲げる基準に従い、第一号任
期付研究員及び第二号任期付研究員の号給を、
その者が従事する研究業務に応じて決定する。
一　第一号任期付研究員にあっては、次の表の

上欄に掲げる号給に応じ、それぞれ同表の下

欄に定める基準
号給
基準となる研究業務
１

高度の専門的な知識経験を有し、研究業績等により当該研究分野において特に優れた研究者と認められている者がその知識経験等に基づき困難な研究を独立して行う研究員の研究業務
２

高度の専門的な知識経験を有し、研究業績等により当該研究分野において特に優れた研究者と認められている者がその知識経験等に基づき特に困難な研究を独立して行う研究員の研究業務
３

特に高度の専門的な知識経験を有し、研究業績等により当該研究分野において特に優れた研究者と認められている者がその知識経験等に基づき特に困難な研究を独立して行う研究員の研究業務又はその知識経験等に基づき研究について相当の範囲にわたり調整、指導等を行う研究業務
４

特に高度の専門的な知識経験を有し、研究業績等により当該研究分野において特に優れた研究者と認められている者がその知識経験等に基づき特に困難な研究で重要なものを独立して行う研究員の研究業務又はその知識経験等に基づき重要な研究について相当の範囲にわたり調整、指導等を行う研究業務
５

極めて高度の専門的な知識経験を有し、研究業績等により当該研究分野において特に優れた研究者と認められている者がその知識経験等に基づき特に困難な研究で重要なものを独立して行う研究員の研究業務又はその知識経験等に基づき重要な研究について広範囲にわたり統括、調整等を行う研究業務
６

極めて高度の専門的な知識経験を有し、研究業績等により当該研究分野において極めて優れた研究者と認められている者がその知識経験等に基づき特に困難な研究で特に重要なものを独立して行う研究員の研究業務又はその知識経験等に基づき特に重要な研究について広範囲にわたり統括、調整等を行う研究業務

	（給与の特例）
第五条　（略）
２　（略）

３　任命権者（その委任を受けた者を含む。以下同じ。）は、第一号任期付研究員及び第二号任期付研究員の号給を、その者が従事する研究業務に応じて人事委員会規則で定める基準に従い決定する。


	二　第二号任期付研究員にあっては、次の表の

上欄に掲げる号給に応じ、それぞれ同表の下

欄に定める基準

号給
基準となる研究業務
１

博士課程修了直後の者の有する程度の専門的な知識経験を有する者が当該知識経験に基づき研究を独立して行う研究員の研究業務
２

博士課程修了後、特別研究員制度（特別の法律により設立された法人等によって運営され、主として博士課程を修了した優れた研究者に国立試験研究機関等において研究する機会を提供することを内容とする制度をいう。）等により数年にわたり研究に従事したことのある者の有する程度の専門的な知識経験を有する者が当該知識経験に基づき研究を独立して行う研究員の研究業務
３

博士課程修了後、相当の期間にわたり研究に従事したことのある者の有する程度の専門的な知識経験を有する者が当該知識経験に基づき困難な研究を独立して行う研究員の研究業務
４―６　（略）


	４―６　（略）


（一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正）
第二条　一般職の任期付職員の採用等に関する条例（平成十四年大阪府条例第八十六号）の一部を次のように改正する。
　　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に傍線で示すように改正する。
	改正後
	改正前

	
	

	（特定任期付職員の給与の特例）
第七条　（略）
２　任命権者（その委任を受けた者を含む。次項において同じ。）は、次の表に掲げる基準に従い、特定任期付職員の号給を、その者が従事する業務に応じて決定する。
号給

基準となる業務
１

高度の専門的な知識経験を有する者
がその知識経験を活用して行う業務
２

高度の専門的な知識経験を有する者がその知識経験を活用して行う困難な業務
３

高度の専門的な知識経験を有する者がその知識経験を活用して行う特に困難な業務
４

特に高度の専門的な知識経験を有する者がその知識経験を活用して行う特に困難な業務
５

特に高度の専門的な知識経験を有する者がその知識経験を活用して行う特に困難で重要な業務
６

極めて高度の専門的な知識経験又は優れた識見を有する者がその知識経験等を活用して行う特に困難で重要な業務
７

極めて高度の専門的な知識経験又は
優れた識見を有する者がその知識経験等を活用して行う特に困難で特に
重要な業務

	（特定任期付職員の給与の特例）
第七条　（略）
２　任命権者（その委任を受けた者を含む。次項において同じ。）は、特定任期付職員の号給を、その者が従事する業務に応じて人事委員会規則で定める基準に従い決定する。


	３―５　（略）


	３―５　（略）


附　則
この条例は、平成二十八年四月一日から施行する。
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